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教育・文化・スポーツ
文化・スポーツ競技大会派遣費補助

　文化・スポーツ競技大会の全道・全国大会に出場する選手の参加経費の一部を助成します。
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対象者

助成内容

申請に必要な物

申請

●津別町の在住者および津別高等学校在学者

大会に要する経費のうち交通費、宿泊費、参加
負担金の合計額を基礎に、小・中・高校生は２分
の１以内、成人（高校生は除く）は３分の１以内

●津別町文化・スポーツ競技大会派遣費補助金
交付申請書
●収支予算書
●大会要項
●予選大会の結果　等

年間通して行っています。
生涯学習課	社会教育係	電話	76-2713
（中央公民館内）	

問い合わせ先

奨学金返還支援事業
　津別町内に新規に就職し、居住する方が奨学金を返還することに対し、助成します。
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対象者

助成内容

届け出期間

申請に必要な物
次の条件をすべて満たす方
①奨学金の貸与を受けて大学、短期大学、専修
学校専門課程、高等専門学校（第４学年および
第５学年）に進学した方
②津別町に新規就労するために津別町へ転入し
た方または既に居住していて新規就労する方
③津別町内の事業所を有する事業主に、令和５
年４月１日以降に新たに正規雇用され、申請年
度末まで継続して雇用される見込みのある方（自
営の場合も含みます）
④月賦、半年賦、年賦等で奨学金の返還を行っ
ている方または申請年度内に返還を開始する方
⑤奨学金の返還に滞納がない方　　
⑥町税等に滞納がない方

申請年度内に返還した奨学金の額（上限１２万円）

随時受付	

●助成金交付申請書　　
●奨学金の借入残額を証するもの
●奨学金貸与機関が発行する奨学金の貸与を証
明するもの
●申請日が属する年度内に返還すべき奨学金の
返還金額を証するもの
●勤務先および就職年月日を証するもの（労働
条件通知書、雇用契約書の写し等）

住民企画課	企画係	電話	77-8374
１階１４番窓口	

問い合わせ先
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奨学金制度
　教育の機会均等と教育の振興を図るために、無利子の奨学金を貸与します。
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対象者

支援内容 その他

申請に必要な物
津別町に住所を有し、次に該当される方
▶高等学校（定時制含む）以上の学校に就学す
る方または在学する方
▶身体健康、学業優秀、性行善良である方　
▶学資の支弁が困難な方

●高等学校に就学する方または在学する方
月１０, ０００円
●専修学校（専門課程）、高等専門学校（第４学年
および第５学年）または大学以上の学校に就学ま
たは在学する方
月２５, ０００円

●奨学生が目的の学校を卒業したときは、貸与
された奨学金を１０年以内の期間で翌年度から
返還することになります。

●所定の申請書（保証人２人の連署した申請書）　　　
●履歴書　●身分証明書
●所要学資調書　●学校長の推せん書
●生徒学生健康診断書の写し　　　　
●過去３か年間の学業成績証明書および指導要
録写し
●家庭の状況調査書　●同意書（世帯収入調査）

生涯学習課	学校教育係	電話	77-6002
（中央公民館内）	

問い合わせ先

人づくり・まちづくり活動支援事業
　町の産業、福祉、スポーツ等各分野において、まちづくりのリーダー育成および
団体の自主的なまちづくり活動を支援します。
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対象者

申請

支援内容
人づくり活動支援事業
▶町民が、国内外の各種研究機関や関連団体等
に研修する事業
まちづくり活動支援事業
▶団体が行う新規または既存の活動の拡充とな
る自主的なまちづくり活動
※団体とは、活動拠点が町内にあり、構成員５
人以上でうち半数以上および代表者が町民であ
るもの

広報つべつ、町ホームページにて随時周知します。

人づくり活動支援事業
▶補助対象経費の１/ ２以内（限度額：国内
８万円、国外２０万円）
まちづくり活動支援事業
▶補助対象経費の総額以内（上限１００万円、
下限５万円）	

住民企画課	企画係	電話	77-8374
１階１４番窓口

問い合わせ先
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費目 基準額
●学用品費　　
●通学用品費
●校外活動費（宿泊を伴わないもの）
●体育実技道具
●新入学児童生徒学用品費
　（小学１年生、中学１年生）	

　毎年度文部科学大臣が交付要綱に定める予算単価の範
囲内の額（小学校入学前の支給および小学６年生に支給す
る新入学児童生徒学用品費等については、次年度の案とし
て通知された予算単価の範囲内の額）
　新入学児童生徒学用品費については、小学校入学前およ
び中学校入学前に支給を受けることができます。

●校外活動費（宿泊を伴うもの）
●修学旅行費

　学校徴収金の範囲内の額

●クラブ活動費 　毎年度文部科学大臣が交付要綱に定める予算単価の範
囲内の額

●生徒会費
●ＰＴＡ会費

　毎年度文部科学大臣が交付要綱に定める予算単価の範
囲内の額を上限とし、学校徴収金の範囲内の額

●通学費（統合地区、その他）	 　津別町遠距離通学児童生徒に対する通学費補助要綱の
定めによる。

●医療費
(治療費 ) 　医療機関等に対する窓口本人負担額
(通院費 ) 　通院に要する費用負担額で、予算の範囲内の額

●学校給食費 　教育委員会の定めによる給食費単価に食数を乗じた範
囲内の額

●卒業アルバム代等 　学校徴収金の範囲内の額

就学援助費
　経済的理由等により就学困難と認められる児童・生徒の保護者に対して、必要な援助を行
います。
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対象者

助成または支援内容

申請に必要な物

その他

津別町に住所を有し、次に該当される方
▶保護を必要とする状態にある方　
▶町民税が非課税の方
▶町民税の減免を受けている方　　
▶個人の事業税の減免を受けている方
▶固定資産税の減免を受けている方
▶国民年金保険料の減免を受けている方
▶国民健康保険料の減免または徴収の猶予を受
けている方
▶児童扶養手当の支給を受けている方　
▶生活福祉資金貸付を受けている方
▶上記以外で、同一世帯における収入合計額が、
生活保護法による保護基準により認定した額の
１. ３倍以内で規定にあてはまる方

●就学援助費扶助認定申請書兼世帯票	
●印鑑
※学校から案内をします。

教育委員会は、申請のあった援助申請者につい
て、認定・廃止・却下を決定します。

生涯学習課	学校教育係	電話	77-6002
（中央公民館内）	

問い合わせ先




